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平
泉
の
秋
、

満
喫

　

第
50
回
ひ
ら
い
ず
み
産
業
ま
つ
り

（
実
行
委
主
催
）
、
第
50
回
ひ
ら
い
ず
み

芸
術
文
化
祭
（
実
行
委
主
催
）
は
11
月

４
、５
の
両
日
、
町
内
で
開
か
れ
ま
し

た
。
地
元
の
特
産
品
販
売
や
町
内
外
の

団
体
な
ど
に
よ
る
ス
テ
ー
ジ
発
表
、
幅

広
い
世
代
の
町
民
の
芸
術
作
品
展
示

な
ど
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
来
場
者
が
平

泉
の
秋
の
魅
力
を
満
喫
し
ま
し
た
。

　

産
業
ま
つ
り
は
観
自
在
王
院
跡
で

開
催
。
地
元
で
収
穫
さ
れ
た
野
菜
や
果

物
、
コ
メ
、
い
わ
て
南
牛
の
販
売
の
ほ

か
、
郷
土
芸
能
や
踊
り
な
ど
の
披
露
、

弁
慶
力
餅
競
技
保
存
会
の
餅
つ
き
・

振
る
舞
い
、
商
工
会
会
員
事
業
者
に
よ

る
飲
食
ブ
ー
ス
の
出
店
、
地
元
企
業
に

よ
る
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
体
験
、
町
の
姉

妹
・
友
好
都
市
の
特
産
品
紹
介
な
ど
、

多
く
の
催
し
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

　

芸
術
文
化
祭
は
町
学
習
交
流
施
設

「
エ
ピ
カ
」
を
主
会
場
に
、
平
泉
保
育

所
・
町
立
幼
稚
園
年
長
児
の
謡
で
幕
開

け
。
園
児
か
ら
高
齢
者
ま
で
世
代
を
超

え
た
町
民
の
絵
や
手
芸
な
ど
多
彩
な

作
品
が
並
び
、
町
民
ら
が
鑑
賞
を
楽

し
み
ま
し
た
。
昔
な
が
ら
の
遊
び
や

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
体
験
、
フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
な
ど
も
行
わ
れ
、
来
場
者
は
充

実
し
た
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

【写真特集】産業まつり、芸術文化祭



5 4広報ひらいずみ　№ 798 広報ひらいずみ　№ 798

寄
稿

ふ
る
さ
と
平
泉
会
か
ら

　

東
京
都
立
木
場
公
園
で
10
月

14
日
、
「
第
41
回
江
東
区
民
ま

つ
り
」
＝
写
真
＝
が
盛
大
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
会
場
内
の
「
は

る
ば
る
バ
ザ
ー
ル
」
に
は
、
北
は

北
海
道
か
ら
、
南
は
沖
縄
ま
で

全
国
各
地
の
30
市
町
村
が
集
結

し
、
平
泉
町
か
ら
は
、
江
東
区
民

と
交
流
す
る
会
の
皆
さ
ん
が
出

店
し
ま
し
た
。

　

平
泉
町
の
ブ
ー
ス
前
は
、
特
産

品
や
ご
当
地
グ
ル
メ
を
買
い
求

め
る
人
た
ち
で
大
変
な
盛
況
ぶ

り
で
し
た
。
特
に
、
平
泉
銘
菓
の

弁
慶
餅
、
日
本
農
業
遺
産
で
あ

る
束
稲
山
麓
で
収
穫
さ
れ
た
大

文
字
り
ん
ご
や
新
米
は
、
行
列
が

で
き
る
ほ
ど
大
好
評
で
し
た
。
ふ

る
さ
と
平
泉
会
の
会
員
や
岩
手

県
人
連
合
会
と
い
っ
た
関
係
者

の
皆
さ
ん
も
ブ
ー
ス
に
立
ち
寄

り
、
平
泉
の
物
産
を
た
く
さ
ん
買

い
求
め
て
い
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
雨
天
で
中
止
と
な

江
東
区
民
ま
つ
り
で

平
泉
町
ブ
ー
ス
盛
況

り
ま
し
た
が
、
来
年
は
両
日
と

も
晴
天
に
恵
ま
れ
る
と
信
じ
て

楽
し
み
に
待
っ
て
い
ま
す
の

で
、
平
泉
町
の
生
産
者
の
皆
さ

ん
、
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

　

最
後
に
、
令
和
６
年
１
月
23

日
（
火
）か
ら
東
京
国
立
博
物
館

で
始
ま
る
「
中
尊
寺
金
色
堂
特

別
展
」を
、会
員
一
同
大
変
喜
ん

で
い
ま
す
。
当
会
の
会
員
や
首

都
圏
在
住
の
皆
さ
ん
を
誘
い
、

一
緒
に
鑑
賞
し
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。（

幹
事
・
伊
藤
裕
章
）

　

平
泉
中
学
校
の
３
年
生
は

11
月
７
日
、
園
児
や
小
学
生
の

頃
か
ら
学
習
し
て
き
た
町
独

自
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
平
泉
学
」

の
集
大
成
と
し
て
、
平
泉
ガ
イ

ド
体
験
を
毛
越
寺
と
観
自
在

王
院
跡
で
行
い
ま
し
た
。
生
徒

は
地
元
の
歴
史
に
つ
い
て
、
手

振
り
を
交
え
て
保
護
者
に
紹

介
し
、
住
ん
で
い
る
地
域
へ
の

魅
力
を
再
認
識
し
ま
し
た
。

　

平
泉
学
の
中
で
生
徒
は
、

テ
キ
ス
ト
学
習
や
束
稲
山
で

の
大
文
字
送
り
火
の
火
床
作

り
体
験
な
ど
を
通
じ
て
、
平
泉

の
歴
史
や
文
化
に
関
す
る
学
び

を
深
め
て
き
ま
し
た
。
ガ
イ
ド

体
験
に
当
た
り
、
古
都
ひ
ら
い

ず
み
ガ
イ
ド
の
会
の
協
力
を
得

て
、
分
か
り
や
す
く
伝
え
る
た

め
の
助
言
を
受
け
ま
し
た
。

　

当
日
は
３
年
生
49
人
が
、

毛
越
寺
境
内
の
本
堂
や
大
泉
が

池
、
遣や

り

水
、
観
自
在
王
院
跡
の
南

門
跡
な
ど
10
カ
所
に
分
か
れ
、

保
護
者
に
解
説
し
ま
し
た
。

　

こ
の
う
ち
毛
越
寺
の
常
行
堂

で
は
、
山
平
朔
太
郎
さ
ん
（
16

平泉中３年生、ガイドを体験

地元の歴史を紹介

　町や団体、地域が行っている取り組みとＳＤＧｓ（持続的な開発目標）との関わりを「見える化」する

「ＳＤＧｓ×平泉町」。第４弾の今回は「環境」をテーマに紹介します。

　「ＳＤＧｓのために自分はどんなことができるだろう」「何をしたらいいんだろう」というときは、

町広報を開いてみてください。町の動きに関心を持ち、考え、事業に参加することもＳＤＧｓにつなが

り、「持続可能なまち」への大切な一歩目になります。

－ SDGs と町の取り組みとのつながり－

■問い合わせ先…まちづくり推進課　察46-5578

　西行法師の歌にも詠まれた束稲山の桜情景を復活さ

せ、後世に伝えていこうと、平成27年に「束稲山さくら

の会」が発足し、清掃活動や桜の苗木の植樹など、「西

行桜の森」の環境整備に取り組んでいます。

　エドヒガンをはじめ約20種、およそ2,200本の美しい

桜が束稲山を彩り、毎年、町内に春の訪れを知らせてい

ます。

SDGs と平泉の環境
陸の生態系や環境を理解・保護し、豊かな恵みを未来につなげる

－ 美しく、豊かな里山づくり －　
束稲山の桜情景復活事業

世
代
を
超
え
て
取
り
組
み
続

け
て
い
る
桜
の
植
樹
活
動

日
本
農
業
遺
産「
束
稲
山
麓
地
域
」農
林
業
シ
ス
テ
ム

【
第
５
回
】

【
第
５
回
】災
害
を
避
け
る
た
め
の
３
つ
の
対
策

災
害
を
避
け
る
た
め
の
３
つ
の
対
策

　

今
回
は
、
災
害
を
避
け
る
た
め
に
行
っ
て
き
た
対

策
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

■
洪
水
害
か
ら「
水
を
避
け
る
」

　

洪
水
害
リ
ス
ク
を
分
散
・
低
減
す
る
た
め
、
低
平
地

に
農
地
を
所
有
す
る
農
家
の
87
％
が
、
山
麓
地
の
農

地
も
所
有
。
同
じ
低
平
地
で
も
、
年
間
を
通
じ
て
水
害

リ
ス
ク
の
低
い
水
田
で
は
主
食
用
米
を
作
り
、
夏
秋

期
に
浸
水
が
多
い
水
田
で
は
、
水
害
リ
ス
ク
の
低
い

時
期
に
収
穫
可
能
な
麦
を
栽
培
す
る
な
ど
、
複
数
の

作
目
に
よ
っ
て
リ
ス
ク
を
回
避
し
て
き
ま
し
た
。

■
干
ば
つ
か
ら「
水
を
守
る
」

　

貴
重
な
水
資
源
を
棚
田
な
ど
へ
供
給
す
る
た
め
、

古
く
か
ら
た
め
池
や
水
路
を
集
落
共
同
で
維
持
・
活

用
し
て
き
ま
し
た
。
現
在
で
も
約
９
０
０
カ
所
の
た

め
池
や
湧
き
水
、
沢
水
な
ど
を
水
源
と
し
て
活
用
す

る
た
め
、地
域
で
維
持
・
保
全
し
て
い
ま
す
。

■
土
砂
災
害
に
よ
る「
水
か
ら
守
る
」

　

藩
政
時
代
の
「
御お

は
や
し林

」
（
藩
政
下
に
領
主
が
管
理
し

た
山
林
）
の
考
え
を
森
林
組

合
が
継
承
し
、
土
石
流
災
害

の
防
止
と
水
源
の
養
成
を

目
的
に
、
災
害
危
険
個
所
に

は
広
葉
樹
を
植
樹
す
る
な

ど
、
治
山
治
水
に
取
り
組
ん

で
き
ま
し
た
。

（
束
稲
山
麓
地
域
農
業
遺
産

推
進
協
議
会
）

た
め
池
の
位
置
図

区
）
＝
写
真
左
＝
と
荒
木
瑚
都

さ
ん
（
21
区
）＝
同
右
＝
が
「
摩ま

多た

羅ら

神じ
ん

が
祭
ら
れ
、
33
年
に
一

度
公
開
さ
れ
て
い
る
。
作
物
の

神
様
で
、
昔
か
ら
多
く
の
人
々

に
親
し
ま
れ
て
き
た
」
「
こ
こ

で
は
毎
年
１
月
20
日
に
『
二
十

日
夜
』が
あ
る
。
延
年
の
舞
が
奉

納
さ
れ
る
の
で
、
足
を
運
ん
で

み
て
」と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

保
護
者
と
し
て
参
加
し
た
佐

藤
真
也
さ
ん
（
11
区
）
は
「
子
ど

も
た
ち
の
お
か
げ
で
、
地
元
に

い
て
も
知
ら
な
か
っ
た
新
し
い

発
見
が
あ
り
、
ま
た
訪
ね
て
み

た
い
と
思
っ
た
。
発
表
の
た
め

に
一
生
懸
命
調
べ
て
い
て
う
れ

し
く
、成
長
を
感
じ
る
」と
目
を

細
め
ま
し
た
。

　

ガ
イ
ド
体
験
を
終
え
、
山
平

さ
ん
は
「
聴
い
て
い
る
人
の
目

を
見
て
伝
え
る
こ
と
を
心
が
け

た
。
平
泉
学
で
地
元
の
歴
史
を

学
び
、
す
て
き
な
と
こ
ろ
が
あ

る
と
実
感
で
き
た
」
と
語
り
、

荒
木
さ
ん
は
「
難
し
い
言
葉
が

あ
り
大
変
だ
っ
た
。
ガ
イ
ド
を

や
っ
た
こ
と
で
、今
後
、町
外
の

人
に
平
泉
の
良
さ
を
伝
え
や
す

く
な
る
と
感
じ
た
」
と
充
実
し

た
表
情
を
浮
か
べ
ま
し
た
。
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令
和
５
年
度
の
町
勢
功
労
者
に
、
地
方
自
治
功
労
１
人
、
消
防

功
労
10
人
の
合
わ
せ
て
11
人
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
表
彰
式
を
11
月
３
日
に
役
場
で
行
い
、受
賞
者
を
は
じ
め
来
賓

ら
約
80
人
が
出
席
。
青
木
町
長
は
「
深
甚
な
る
敬
意
と
感
謝
を
申

し
上
げ
る
。地
域
の
指
導
者
と
し
て
今
後
ま
す
ま
す
の
活
躍
を
お

祈
り
す
る
」
と
式
辞
を
述
べ
、
11
人
に
表
彰
状
と
記
念
品
を
贈
り

ま
し
た
。
受
賞
者
を
代
表
し
て
青
山
慶
年
さ
ん
は
、
こ
れ
ま
で
の

活
動
を
振
り
返
り
「
受
賞
は
個
人
に
だ
け
で
な
く
、
統
計
調
査
や

消
防
、
防
災
活
動
の
全
体
に
い
た
だ
い
た
も
の
で
、
今
後
も
一
層

精
進
す
る
。
町
の
発
展
の
た
め
、
統
計
思
想
の
普
及
や
防
災
意
識

の
向
上
に
努
め
た
い
」と
語
り
ま
し
た
。

　昭和54年10月に町消防団員

となり、副分団長などを経て平

成27年４月から31年３月まで

第６分団長を務めました。39

年にわたり、団員としての職務

を認識し、地域の防火、防災思

想の向上を図り、団員の資質の

向上に尽力しました。

消防功労

石神　保 さん

（３区　70歳）

　昭和50年から町消防団員を

48年務め、副団長などを経て平

成31年４月から令和５年３月

まで団長を務めました。防火思

想の普及や訓練の実施など、消

防組織の効果的な使命達成に

専念し、地域の信頼と期待に応

え、消防業務に精進しました。

消防功労

千 　勇夫さん

（７区　70歳）

　昭和56年４月に町消防団員

となり、副分団長などを経て平

成28年４月から30年３月まで

第２分団長を務めました。37

年にわたり勤務に精励し、常に

消防施設の整備拡充に尽力す

るなど、地域の消防、防災活動

に尽力しました。

消防功労

吉田　正夫さん

（１区　70歳）

　昭和57年２月に町消防団員

となり、班長を経て平成23年４

月から25年３月まで第９分団

長を務めました。31年にわた

り、常に職責を自覚し、防火思

想の普及や団員の資質向上な

ど、消防業務の推進に尽力しま

した。

消防功労

千 　勝美さん

（15区　71歳）

　昭和57年４月に町消防団員

となり、副分団長などを経て

平成29年４月から令和３年３

月まで第４分団長を務めまし

た。38年にわたり、地域の防

火、防災思想の徹底を図るとと

もに、地域の消防、防災活動に

努めました。

消防功労

佐 　謙一さん

（６区　71歳）

　昭和49年４月に町消防団員

となり、副分団長などを経て平

成27年４月から29年３月まで

第８分団長を務めました。43

年にわたって、常に消防力の向

上や団員の団結、融和を図ると

ともに、地域の防災に貢献しま

した。

消防功労

千 　正行さん

（18区　70歳）

　昭和59年４月に町消防団員

となり、班長を経て平成25年

４月から30年３月まで第９分

団長を務めました。34年にわ

たり、災害から町民の生命や身

体、財産を守るという防災業務

の推進に努め、その任を全うし

ました。

消防功労

石川文士良さん

（15区　71歳）

　昭和56年４月に町消防団員

となり、副分団長などを経て

平成31年４月から令和３年３

月まで第８分団長を務めまし

た。39年にわたり、旺盛な責任

感と郷土愛護の精神に燃え、消

防の役割を理解し、困難な消防

業務に精進しました。

消防功労

石川　誠喜さん

（18区　71歳）

　昭和61年４月に町消防団員

となり、副分団長などを経て

平成30年４月から令和２年３

月まで第９分団長を務めまし

た。33年にわたり、時代の要請

に基づく消防の役割を理解す

るとともに、困難な消防業務に

精進しました。

消防功労

西　菊夫さん

（15区　71歳）

　平成11年４月に町統計調査

員となり、令和５年３月までの

通算24年で、国勢調査や農林業

センサスなど各種統計調査に

17回従事しました。町統計調査

員協議会副会長も務め、統計思

想の普及、会員の資質向上に多

大に貢献しました。

地方自治功労

青山　慶年さん

（14区　76歳）

　昭和50年４月に町消防団員

となり、班長を経て平成19年４

月から24年３月まで第１分団

長を務めました。36年にわた

り、常に職責を自覚して消防業

務を推進し、地域住民の信頼と

期待に応え、消防一筋に歩みま

した。

消防功労

鈴木　勉さん

（13区　71歳）

令 和 ５ 年 度 町 勢功労者表彰

表彰状を受け取る青山さん（左から２人目）
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悠
久
の
湯
平
泉
温
泉「
年
末
年
始
・
大
感
謝
祭
」を
実
施
し
ま
す

悠
久
の
湯
平
泉
温
泉
は
、一
年
間
の

感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
、「
年
末
年
始
・

大
感
謝
祭
」を
次
の
通
り
実
施
し
ま
す
。

■
期
間

　

12
月
１
日
（
金
）
か
ら
令
和
６
年
１
月

31
日（
水
）ま
で

■
特
典

①
75
歳
以
上
の
人
は
、
３
時
間
以
内

の
入
館
料
が
４
０
０
円

②
１
月
１
日
（
月
）～
３
日
（
水
）
の

入
館
者
先
着
１
０
０
０
人
に
粗

品
を
進
呈

■
そ
の
他

　

12
月
29
日
（
金
）
か
ら
１
月
３
日

（
水
）ま
で
は
、特
典
①
、午
後
７
時
以
降

の
入
館
料
３
０
０
円
の
適
用
は
除
外
と

な
り
ま
す
。　

■
問
い
合
わ
せ
先

　

町
民
福
祉
課　
　

察
46
―
５
５
６
２

悠
久
の
湯
平
泉
温
泉　

　
　
　
　
　
　
　
察
34
―
１
３
０
０

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

～
12
月
21
日
、町
内
で
献
血
バ
ス
が
運
行
さ
れ
ま
す
～

　
町
内
で
12
月
21
日（
木
）に
、献
血
バ

ス
が
運
行
さ
れ
ま
す
。
こ
の
機
会
に
献

血
へ
の
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
輸
血
用
血
液
を
安
定
し
て
確
保
す
る

た
め
、皆
さ
ん
の
献
血
が
必
要
で
す
。血

液
は
人
工
的
に
作
る
こ
と
が
で
き
ず
、

長
期
間
の
保
存
も
で
き
ま
せ
ん
。
皆
さ

ん
の
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
日
程
…
12
月
21
日（
木
）

■
場
所
・
時
間

　

▽
川
嶋
印
刷
株
式
会
社

　
　

午
前
９
時
30
分
～
11
時

　

▽
ジ
ョ
イ
ス
平
泉
店

　
　

午
後
３
時
～
４
時
30
分

■
問
い
合
わ
せ
先

　

保
健
セ
ン
タ
ー　

察
46
―
５
５
７
１

油
の
流
出
事
故
、ホ
ー
ム
タ
ン
ク
の
管
理
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

　

例
年
、
冬
季
に
、
事
業
所
や
一
般
家
庭

の
ホ
ー
ム
タ
ン
ク
か
ら
重
油
や
灯
油
が

漏
れ
出
し
、
用
水
路
や
河
川
な
ど
に
流

出
す
る
な
ど
の
事
故
が
多
発
し
て
い
ま

す
。
不
注
意
や
普
段
の
点
検
管
理
が
不

十
分
で
あ
る
こ
と
が
主
な
原
因
で
す
。

　

河
川
は
、飲
料
水
や
農
業
・
工
業
用
水

な
ど
に
利
用
さ
れ
る
ほ
か
、
さ
ま
ざ
ま

な
生
き
物
が
生
息
し
て
い
ま
す
。
油
の

流
出
は
こ
れ
ら
の
環
境
を
汚
染
し
、
処

理
に
多
く
の
経
費
を
要
し
ま
す
。

　

処
理
に
要
す
る
経
費
は
原
因
者
の
負

担
と
な
り
ま
す
。
特
に
も
、ホ
ー
ム
タ
ン

ク
を
設
置
し
て
い
る
一
般
家
庭
や
事
業

所
の
皆
さ
ん
は
、
普
段
か
ら
十
分
に
注

意
す
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

町
民
福
祉
課　
　

察
46
―
５
５
６
２

「
町
教
育
委
員
会
表
彰
」の
候
補
者
を
募
集
し
ま
す

　
町
教
育
委
員
会
は
、教
育
や
文
化
、体

育
な
ど
で
功
績
が
あ
っ
た
個
人
や
団
体

を
対
象
に
毎
年「
町
教
育
委
員
会
表
彰
」

を
行
っ
て
い
ま
す
。本
年
度
に
次
の
要
件

に
該
当
す
る
場
合
は
、推
薦
や
情
報
提
供

を
お
願
い
し
ま
す
。

■
対
象
者

　

町
内
小
中
学
校
な
ど
に
在
籍
す
る
児

童
・
生
徒
、町
民
ま
た
は
団
体

■
要
件

　
体
育
や
文
化
振
興
な
ど
の
競
技
会
や

コ
ン
ク
ー
ル
な
ど
で
、
次
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
場
合

　

①
大
臣
表
彰
ま
た
は
同
程
度
の
表

彰
を
受
け
た
も
の

　

②
全
国
規
模
の
催
し
で
表
彰
を
受

け
た
も
の

　

③
東
北
規
模
の
催
し
で
３
位
以
上

の
表
彰
を
受
け
た
も
の

　

④
県
規
模
の
催
し
で
１
位
の
表
彰

を
受
け
た
も
の

■
推
薦
方
法

　

令
和
６
年
１
月
12
日
（
金
）
ま
で

に
、
教
育
委
員
会
事
務
局
に
備
え
付
け

の
「
表
彰
候
補
者
推
薦
書
」
と
、
功
績
を

確
認
で
き
る
資
料（
賞
状
の
写
し
、新
聞

掲
載
記
事
な
ど
）
を
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

■
表
彰

　

２
月
17
日
（
土
）
に
開
催
予
定
の
「
生

涯
学
習
町
民
の
つ
ど
い
」の
席
上
、表
彰

状
と
記
念
品
を
授
与
し
ま
す
。

■
提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

　

教
育
委
員
会
事
務
局　

察
46
―
５
５
７
６

特
設「
行
政
・
人
権
合
同
相
談
所
」を
開
設
し
ま
す

12
月
４
日（
月
）～
10
日（
日
）は「
人

権
週
間
」で
す
。こ
れ
に
合
わ
せ
、人
権

相
談
所
と
行
政
相
談
所
を
合
同
で
開
設

し
ま
す
。相
談
無
料
、予
約
不
要
で
、秘

密
は
守
ら
れ
ま
す
。

家
庭
や
職
場
、
学
校
、
近
隣
な
ど
で

困
っ
て
い
る
こ
と
や
心
配
ご
と
、役
所

（
国
、県
、市
町
村
）や
独
立
行
政
法
人
・

特
殊
法
人
な
ど（
国
立
病
院
機
構
、郵
便

局
、高
速
道
路
な
ど
）の
仕
事
に
関
す
る

困
り
ご
と
や
要
望
が
あ
る
人
は
、気
軽

に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

■
日
程
…
12
月
５
日（
火
）

■
時
間
…
午
前
10
時
～
午
後
３
時

■
場
所
…
役
場
１
階
談
話
室

■
相
談
員

　【
人
権
擁
護
委
員
】

▽
千
葉
博
昭
さ
ん（
16
区
）

▽
菅
原
吉
紀
さ
ん（
10
区
）

▽
瀧
澤
エ
イ
子
さ
ん（
16
区
）

▽
八
重
樫
結
花
さ
ん（
11
区
）

　【
行
政
相
談
委
員
】

　

▽
千
葉
芳
邦
さ
ん（
12
区
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　

町
民
福
祉
課

　
　
察
46
―
５
５
６
２

町
教
育
委
員
に
小
野
寺
さ
ん

　

町
議
会
定
例
会
９
月
会
議
で
同
意
さ

れ
、
町
教
育
委
員
に
小
野
寺
香
世
さ
ん

（
10
区
）が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

任
期
は
11
月
18
日
か
ら
４
年
間
で
す
。　

小野寺香世さん
（平泉字祇園）

農
業
者
年
金
に
加
入
し
ま
せ
ん
か

　
国
民
年
金
の
上
乗
せ
の
公
的
な
年

金
「
農
業
者
年
金
」
に
加
入
し
ま
せ
ん

か
。積
立
方
式
で
少
子
高
齢
化
の
時
代

に
対
応
し
た
安
定
し
た
制
度
で
す
。

■
加
入
条
件

　

①
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
国
民
年

金
第
１
号
被
保
険
者
（
国
民
年
金

の
保
険
料
納
付
免
除
者
を
除
く
）

　
　

※
国
民
年
金
任
意
加
入
被
保
険

者
に
限
り
、
60
歳
以
上
65
歳
未

満
ま
で
加
入
可

　

②
年
間
60
日
以
上
農
業
に
従
事
し

て
い
る
人

■
保
険
料

　
月
額
２
万
円
～
６
万
７
千
円（
※
）の

範
囲
で
、
千
円
単
位
で
自
由
に
決
め
ら

れ
ま
す
。
支
払
っ
た
保
険
料
は
全
額
社

会
保
険
料
控
除
と
な
り
、
所
得
税
や
住

民
税
な
ど
の
節
税
に
な
り
ま
す
。

　

※
一
定
の
要
件
を
満
た
す
人
に
は

保
険
料
の
国
庫
補
助
あ
り

■
年
金
の
受
け
取
り

　

農
業
者
年
金
は
終
身
年
金
の
た

め
、一
生
涯
受
け
取
れ
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

農
業
委
員
会
事
務
局　

察
46
―
５
５
６
７

■問い合わせ先…町新型コロナワクチン接種対策チーム（保健センター内）

　　　　　　　　　察34-9808【※12月28日まで】

　　　　　　　　　察080-8899-2043【※１月４日から】

新型コロナワクチン接種情報新型コロナワクチン接種情報 接種関連の
ホームページへ

　町新型コロナワクチン接種対策チームから、新型コロナワクチン接種についてお知らせします。

令和５年秋開始接種の集団接種の終了について

　長島体育館で10月27日から実施しているワクチン集団接種は、12月５日（火）で終了します。

集団接種終了後の接種について

　一関市内の医療機関で実施します。接種期限は令和６年３月31日（日）です。接種希望者は、早めに対

策チームに電話で予約してください。

　接種券が手元にない場合は接種券を発行しますので、12月中に問い合わせてください。

対策チームの問い合わせ先の変更について【令和６年１月４日（木）から】

　対策チームの電話番号（察34-9808）が、令和６年１月４日（木）から（察080-8899-2043）に変更となり

ます。ご迷惑をおかけしますが、ご理解とご協力をお願いします。
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国保中央会特別功労者表彰受ける
前町国保運営協議会長の佐々木さん（２区）

　前町国民健康保険運営協議会長の佐々木秀圓さん

（２区）は、長年にわたり国保事業の充実に貢献したと

して、国保中央会特別功労者表彰を受賞しました。

　佐々木さんは昭和62年10月に同協議会委員とな

り、平成８年１月～令和４年12月に会長を務め、協議

会の取りまとめ役として尽力しました。10月23日に

青木町長から賞状の伝達を受け、「振り返るといろい

ろな経験をさせていただいた」と語りました。

地域福祉の充実と発展誓う
第29回町社会福祉大会

町民4,175人の署名を町長へ提出
交通安全母の会連合会

　町交通安全母の会連合会は10月24日、高齢者を交

通事故から守り、飲酒運転の根絶などを誓った町民

4,175人分の署名簿を、青木町長に提出しました。

　全町で交通安全の意識付けを図ろうと毎年実施し

ており、会員が訪問や回覧板によって署名を集めまし

た。小野寺祐子会長＝写真中央＝から署名簿を受け

取った青木町長は「取り組みは地域の安心、安全につ

ながる」と感謝を伝えました。

　第29回町社会福祉大会（町社会福祉協議会など主

催、町共催）は10月24日、町学習交流施設「エピカ」で

開かれました。約90人が出席し、ボランティア活動な

ど功労者の表彰や小中学生の福祉体験発表、記念講

演などを通じ、地域福祉の充実と発展を誓いました。

　町社協の寺﨑敏子会長は「より良い地域社会のため、

皆さんと頑張りたい」とあいさつ。出席者が「地域共生社

会の実現を目指す」とした大会宣言を採択しました。

地域に伝わる伝統の舞を披露

稚児行列が彩りを添える

南部神楽鑑賞会、山形・酒田市からも出演

町内で「秋の藤原まつり」開催

　奥州藤原氏の栄華をしのぶ「秋の藤原まつり」（平泉

観光協会主催）は11月１～３日、町内で開かれました。

　このうち中尊寺では１日、藤原四代公追善法要が

営まれ、町内外の幼児10人の稚児行列が本堂から金色

堂まで約300㍍を練り歩き、まつりに彩りを添えまし

た。境内では多くの人が、紅葉を楽しみながら愛らし

い姿に見入りました。期間中は、町内や近隣市町の団

体による郷土芸能などが町内で繰り広げられました。

火災予防を町民や観光客に呼びかけ
全国運動期間に合わせ、消防署員らが啓発活動

　秋季全国火災予防運動（11月９～15日）に合わせ、一

関西消防署平泉分署（村上智紀分署長）は11月９日、町

内で啓発活動を展開し、地域住民や観光客に火災予防

を呼びかけました。

　分署員ら８人のほか、町観光ＰＲキャラクター「き

よひらくん」も参加。観光客らに啓発チラシを配り、火

の取り扱いへの注意を促しました。放火を未然に防ご

うと、分署員が町内のごみ拾いも行いました。

　平泉文化遺産センターで11月４日、南部神楽鑑賞会

を開催しました。南部神楽を伝承する県南地域の神楽

団体に加え、文化交流協定締結の記念として山形県酒

田市などから合わせて６団体が出演しました。

　町内からは、郷土芸能体験講座を受講する小中学生

と、達谷窟毘沙門神楽が出演。それぞれ「御神楽」と「月

見坂の危難」の演目を披露しました。訪れた観客は、団

体ごとに特色のある華麗な舞いに見入っていました。

感謝の気持ち込め、丁寧に作業
長島小児童、人権の花運動のプランターを片付け

　長島小学校で10月27日、今夏に実施した人権の花運

動のプランターの片付けが行われ、１、２年生が人権

擁護委員と一緒に、プランターの土を取り除き、汚れ

を丁寧に洗い落としました。

　６月に花苗を植えてから約５カ月、水やりなど花

の世話を行いながら日々観賞してきました。児童た

ちは来年も美しい花が咲くよう、感謝の気持ちを込

めながら、一生懸命に取り組みました。

地産地消への理解深める
町内の児童が平泉産「金色の風」を味わう

　県の最高級米「金色の風」を使った給食が11月９日、

平泉、長島両小学校の給食で提供されました。児童たち

は、地元産米を味わい、地産地消に理解を深めました。

　県一関農林振興センターが企画。平泉小６年生の教室

では、生産者の佐々木正樹さん（20区）が、金色の風の特

徴や生産への思いを紹介。児童は町内産野菜を使ったお

かずと一緒に味わいました。石川遥さん（７区）＝写真手
前＝は「甘くてもちもちしておいしい」と満足げでした。
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事業継続や雇用対策など８項目
平泉商工会が町に要望

　平泉商工会（髙橋幸喜会長）は11月13日、商工業振

興対策の拡充や強化に向けた８項目の要望を町に行

い、町内事業者の事業継続や空き店舗活用、雇用対

策、起業などへの支援の強化を求めました。

　新たな要望として、空き店舗の活用を視野にした実

態調査の実施などを挙げ、髙橋会長＝写真中央＝が青

木町長に要望書を手渡し、協力を依頼。青木町長は「要

望の内容を精査して対応したい」と応じました。

農林業賞「農山村女性活躍部門」を受賞
平泉農産企画女子プロジェクト

　町内産の農産物を活用した商品開発などに努めて

いるとして、平泉農産企画女子プロジェクト（会員６

人）が、一関地方農林業振興協議会による一関地方農

林業賞「農山村女性活躍部門」を受賞しました。

　会員は、町内産からしを使った肉まんやレトルトカ

レーの開発に取り組んでおり、11月15日に受賞を青木

町長に報告した千葉三智枝リーダーは「思いがけない賞

をいただいた」と語り、今後に向けて意気込みました。

観
自
在
王
院
跡
第
15
次
調
査

220

　

観
自
在
王
院
跡
と
毛
越
寺
と

の
間
に
は
、
幅
30
㍍
の
南
北
道

路
跡
が
あ
り
ま
す
。
路
面
に
３

～
20
㌢
の
石
が
敷
か
れ
、
貴
人

の
乗
り
物
で
あ
る
牛
車
の
駐
車

場「
車

く
る
ま

宿
や
ど
り

」が
あ
る
こ
と
が
こ
れ

ま
で
に
分
か
っ
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
は
車
宿
の
北
側
で
発

掘
調
査
を
行
い
、
こ
れ
ま
で
１

新
旧
２
時
期
の
石
敷
が
見
つ
か
り
ま
し
た

写真１　古い時期の石敷
　観自在王院跡に近い調査区東側
部分では新しい石敷がほとんど無
く、粘土の下から古い時期の石敷
が見つかっています。

て
い
た
た
め
、
削
ら
れ
て
な
く

な
っ
て
い
る
箇
所
が
あ
る
も
の

の
、
調
査
範
囲
の
中
央
か
ら
西

側
に
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。

　

古
い
時
期
の
石
敷
は
10
～
15

㌢
の
比
較
的
大
き
な
石
で
構
成

さ
れ
、
隙
間
な
く
埋
め
込
ま
れ

て
い
ま
し
た
。
昨
年
度
の
14
次

調
査
で
見
つ
か
っ
た
石
敷
は
古

い
時
期
の
も
の
で
、
連
続
し
て

つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か

り
ま
し
た
。

　

新
し
い
時
期
の
石
敷
は
、
南

側
で
は
古
い
時
期
の
石
敷
の
上

に
粘
土
を
盛
っ
た
上
に
石
が
敷

か
れ
て
い
ま
し
た
が
、
北
側
で

は
古
い
石
敷
を
そ
の
ま
ま
造
り

直
し
て
敷
い
て
い
ま
し
た
。
場

所
に
よ
っ
て
新
し
い
石
敷
の
施

工
方
法
が
違
う
理
由
は
分
か
っ

て
い
ま
せ
ん
が
、
今
後
調
査
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

　

新
旧
の
石
敷
の
時
期
は
12
世

紀
の
奥
州
藤
原
氏
の
時
代
で
す

が
、出
土
遺
物
が
少
な
く
、具
体

的
な
時
期
は
分
か
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
毛
越
寺
の
造
営
や
改
修

な
ど
の
工
事
と
連
動
し
て
石
敷

も
設
置
、
修
繕
さ
れ
た
も
の
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

時
期
と
考
え
ら
れ
て
い
た
石
敷

は
新
旧
２
時
期
あ
る
こ
と
が
新

た
に
分
か
り
ま
し
た
。

　

新
し
い
時
期
の
石
敷
は
３
～

７
㌢
の
石
で
構
成
さ
れ
て
お

り
、
後
世
に
失
わ
れ
て
石
同
士

の
間
に
土
が
入
り
、
隙
間
が
見

え
る
状
態
で
し
た
。
昭
和
40
年

代
ま
で
水
田
と
し
て
使
わ
れ

図１　観自在王院跡と調査地点（赤枠部分）

産業まつりでダンスを披露したメンバー

町地域おこし協力隊

ひらいずみ活動通信
Vol.５

　都市部から町内に移住した地域おこし協力

隊員による連載「ひらいずみ活動通信」。今回

は、福岡県出身の河野綾華さんです。

河
こう

野
の

　綾
あや

華
か

さん

　11月４、５日のひらいずみ産業まつりに参加しました。移住し
てから開発を進めてきたがんづきを販売し、おかげさまで完売と
なりました。舞台ではダンスを披露。レッスン参加者の中から、一
緒に参加したいと言ってくれたメンバー４人で出演しました。未
経験にも関わらず、笑顔で元気に披露してくれました。
　今後は着付けイベントの開催を予定しているほか、町内のいろ
いろなイベントに参加していきます。一緒に参加してくれる人を
募集していますので、お声がけください。

ひらいずみ産業まつりに参加しました

写真２　新しい時期の石敷
　写真１の石敷より石が小さいで
す。調査区中央から西側に広がって
いましたが、観自在王院跡に近い東
側では見つかりませんでした。

写真３　新旧重なる箇所
　写真左下の古い時期の石敷が、
中央側の新しい石敷の下側にもぐ
り続いている様子が分かります。

町パートナーシップ・ファミリーシップ宣誓制度

基本方針（案）への意見を募集しています
　町が創設する「パートナーシップ・ファミリーシップ宣誓制度」の基本方針（案）への意見を募集し

ています。基本方針（案）の内容のほか、詳しくは、右の二次元コードから確認してください。

■募集期間…12月22日（金） 17：00まで　※郵送の場合は必着

■提出・問い合わせ先

　まちづくり推進課　察46-5578　姉46-3080　E-mail:kikaku@town.hiraizumi.iwate.jp

詳しくは
こちらから→

問い合わせ、ダンスレッスン
についてはこちらから→
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乳
幼
児
期
の
運
動
発
達
は
、
首
が

据
わ
る
、
寝
返
り
を
す
る
、
お
座
り

や
は
い
は
い
を
す
る
、
上
手
に
歩

く
、
階
段
を
上
る
、
ジ
ャ
ン
プ
を
す

る
な
ど
、
順
序
を
追
っ
て
成
長
し
ま

す
。
人
と
の
関
わ
り
や
身
近
な
環
境

に
触
れ
た
り
、
興
味
・
関
心
を
持
っ

た
り
す
る
こ
と
で
、
心
身
も
成
長
し

て
い
き
ま
す
。

　

子
ど
も
の
成
長
・
発
達
に
は
個
人

差
が
あ
り
ま
す
。
周
り
と
比
較
し
た

り
、
今
の
時
点
だ
け
で
判
断
し
た
り

す
る
の
で
は
な
く
、
「
以
前
と
比
べ

て
ど
う
か
」
と
い
う
視
点
で
考
え
て

み
ま
し
ょ
う
。
不
安
な
こ
と
や
心
配

な
こ
と
は
そ
の
ま
ま
に
せ
ず
、
医
療

機
関
や
保
健
セ
ン
タ
ー
に
相
談
し

ま
し
ょ
う
。

子
ど
も
の「
そ
だ
ち
」
を
応
援
し
ま
す

乳
幼
児
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

一関保健所からのお知らせ ■申し込み・問い合わせ先…一関保健所保健課　察26-1415

こころの健康相談（事前予約必要）

　専門医師が無料で、こころの健康相談に対応します。

■日時…①12月７日（木）　13:30～15:30

　　　　②令和６年１月11日（木）　13:30～15:30

■場所…①一関保健所　②一関地区合同庁舎千厩分庁舎

骨髄バンクドナー登録、血液検査（事前予約必要）

■日時…12月13日（水）

　　　　※骨髄バンクドナー登録　９：00～10：00

　　　　※血液検査（ＨＩＶなど）　10：00～11：30

■場所…一関保健所

■血液検査の種類…▷ＨＩＶ抗体検査

　　　　　　　　　▷梅毒抗体検査

　　　　　　　　　▷肝炎ウイルス検査

　　　　　　　　　▷クラミジア病原体検査（※尿検査）

■検査料金…無料

フリースペースひだまり（事前予約必要）

　ひきこもりで悩んでいる人などが利用できます。

■日時…12月４日（月）、18日（月）　13:30～16:00

■場所…一関市勤労青少年ホーム（一関市田村町）

子育ての広場
Family Corner

　子育て支援センター

で開催されている各活

動や子育てに役立つ情

報をお届けします。

　

平
泉
保
育
所
で
人
気
の「
凍
り

豆
腐
ク
ッ
キ
ー
」を
紹
介
し
ま
す
。

■
材
料（
約
20
枚
分
）

　

▽
凍
り
豆
腐
粉（
80
㌘
）

　

▽
ホ
ッ
ト
ケ
ー
キ
粉

　
　
　
（
１
０
０
㌘
）　

　

▽
無
塩
バ
タ
ー

　
　
　
（
１
０
０
㌘
）

　

▽
砂
糖（
40
㌘
）

　

▽
牛
乳（
50
㌘
）

■
作
り
方

　

①
凍
り
豆
腐
粉
と
ホ
ッ
ト

ケ
ー
キ
粉
を
混
ぜ
る

　

②
ボ
ウ
ル
に
バ
タ
ー
を
入
れ

て
練
り
、
砂
糖
を
入
れ
て

白
っ
ぽ
く
な
る
ま
で
混
ぜ

る
。お
好
み
で
バ
ニ
ラ
エ
ッ

セ
ン
ス
を
加
え
る

　

③
②
に
①
を
入
れ
て
混
ぜ

る
。生
地
の
ま
と
ま
り
を
見

人
気
の
お
や
つ「
凍
り
豆
腐
ク
ッ
キ
ー
」

12
月
の
予
定

　
◎
み
ん
な
の
広
場「
絵
の
具
で
遊
ぼ
う
」

　
▽
日
時
…
12
月
14
日（
木
）

　
　
　
　
　

午
前
10
～
11
時

　

▽
場
所
…
平
泉
保
育
所

　

▽
対
象
…
１
歳
～
在
宅
児

　

▽
定
員
…
５
組

　

▽
申
込
期
限
…
12
月
13
日（
水
）

　

◎
給
食
試
食
会

　

▽
日
時
…
12
月
14
日（
木
）

　
　
　
　

午
前
11
時
30
分
～
午
後
１
時

　

▽
定
員
…
２
組

　

▽
申
込
期
限
…
12
月
13
日（
水
）

　
◎
園
開
放

　

▽
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　

平
日
午
前
９
時
～
午
後
４
時

　

▽
長
島
保
育
所（
園
庭
）

　
　

毎
週
水
曜
日

　
　

午
前
９
時
30
分
～
11
時

■
問
い
合
わ
せ
先

　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
（
平
泉

保
育
所
内
）  

察
46
―
２
７
６
７

な
が
ら
牛
乳
を
加
え
、生
地

が
一
つ
に
ま
と
ま
っ
た
ら

丸
い
棒
状
に
形
を
作
り
、

ラ
ッ
プ
に
包
ん
で
冷
凍
庫

に
入
れ
る

　

④
30
分
凍
ら
せ
て
固
く
な
っ

た
ら
、５
㍉
の
厚
さ
に
切
っ

て
鉄
板
に
並
べ
、１
６
０
℃

の
オ
ー
ブ
ン
で
10
分
焼
く

　町の健康診査で「むし
歯のない３歳児」として
表彰されたお子さんを紹
介します。保護者から、む
し歯ゼロへの取り組みな
どを聞きました。

小
お

野
の

寺
でら

奏
そう

介
すけ

 さん

　

牛
乳
が
大
好
き
で
毎
日

飲
み
、お
父
さ
ん
が
夜
の
仕

上
げ
磨
き
を
し
て
い
ま
す
。

千
ち

葉
ば

　心
こ

晴
はる

 さん

　

ジ
ュ
ー
ス
は
飲
ま
せ
な

い
よ
う
に
し
て
、夜
の
仕
上

げ
磨
き
を
や
っ
て
い
ま
す
。

乳
幼
児
期
の
発
達

　

健
康
診
査
（
健
診
）
は
、
成
長
・
発

達
に
つ
い
て
確
認
し
た
り
、
普
段
の

悩
み
や
心
配
ご
と
を
医
師
や
保
健

師
、
栄
養
士
な
ど
に
相
談
し
た
り
す

る
機
会
で
す
。

　

幼
児
健
診
は
、
次
の
通
り
実
施

し
て
い
ま
す
。
該
当
す
る
月
齢
に

な
っ
た
ら
、
忘
れ
ず
に
受
診
し
ま

し
ょ
う
。

■
幼
児
健
診
の
時
期

　

①
１
、３
、６
、
12
カ
月

　

②
１
歳
６
カ
月
、
２
歳
６
カ
月
、

３
歳
６
カ
月

■
受
診
方
法（
場
所
）

　

①
個
別
の
医
療
機
関

　

②
集
団
健
診（
保
健
セ
ン
タ
ー
）

　

町
は
、
健
診
後
の
成
長
や
発
達
の

経
過
を
確
認
す
る
場
と
し
て
、
子
育

て
応
援
教
室
「
さ
ん
さ
ん
組
」
「
ぴ

か
ぴ
か
組
」＝
別
表
＝
を
開
催
し
て

い
ま
す
。
教
室
で
は
、
そ
だ
ち
を
確

認
し
な
が
ら
、
子
育
て
の
困
り
ご
と

へ
の
対
応
や
家
庭
で
の
取
り
組
み

な
ど
に
つ
い
て
一
つ
ず
つ
保
護
者

と
考
え
て
い
き
ま
す
。

そ
だ
ち
を
応
援
す
る
教
室

教室名 さんさん組 ぴかぴか組

対象者 おおむね３歳以上児 年中、年長児

目　的 健診後の成長、発達の確認 就学に向けた土台づくり

開催頻度 月１回 月１～２回

開催場所 保健センター、町学習交流施設「エピカ」

活動内容

▷個別課題学習…月齢や発達段階に合わせた１対１の学習をします。

▷集団活動…子どもの発達に欠かせない運動遊びや感覚遊びのほかにも、クッキングなど小集

団での活動に取り組んでいます。

※保護者からの相談も、随時受け付けています。

【別表】子育て応援教室

教室では、こんな活動をしています！

数や文字に触れ、学びの土台
づくりをします

箸の持ち方など、段階的に練習します



　

平
泉
小
学
校

　

長
島
小
学
校

　

平
泉
中
学
校


46
―
２
２
０
２


46
―
２
２
０
３


46
―
２
２
０
５
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地域が一体となった合同演奏

堂々と合唱を披露する３年生

創
立
１
５
０
周
年
記
念
式
典
を
行
い
ま
し
た

音
楽
で
心
一
つ
に

一
関
地
方
児
童
生
徒
音
楽
発
表
会
に
参
加

　

本
校
の
創
立
１
５
０
周

年
記
念
式
典
を
10
月
21

日
、開
催
し
ま
し
た
。
あ
い

さ
つ
で
校
長
先
生
は
「
一

期
一
会
、
１
５
０
周
年
の

節
目
に
巡
り
会
っ
た
こ
と

に
感
謝
し
、
み
ん
な
で
お

祝
い
を
し
ま
し
ょ
う
」
と

呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

記
念
発
表
で
は
、
各
学

年
の
出
し
物
で
１
５
０

周
年
を
祝
い
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
、
多
く
の

保
護
者
や
地
域
の
皆
さ

ん
に
見
守
ら
れ
、
練
習
の

成
果
を
発
揮
で
き
ま
し

た
。
１
年
生
は
、ち
び
っ
こ

海
賊
団
が
元
気
い
っ
ぱ

い
に
宝
を
探
す
旅
を
演

じ
ま
し
た
。
２
年
生
は
、

息
の
合
っ
た
歌
や
踊
り
で

「
ス
イ
ミ
ー
」の
世
界
を
楽

し
く
表
現
。
３
年
生
は
、

「
か
え
る
と
ね
ず
み
の
宅

配
便
」
の
劇
を
通
じ
、
協

力
や
思
い
や
り
の
大
切
さ

　

第
14
回
Ｐ
Ｔ
Ａ
親
子
ふ

れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト
が
11

月
11
日
、
開
か
れ
ま
し
た
。

長
島
保
育
所
ば
ら
組
に
よ

る
鼓
隊
演
奏
、
１
～
３
年
生

に
よ
る
合
唱
は
、
会
場
の
皆

さ
ん
が
笑
顔
に
な
る
愛
ら

し
い
発
表
で
し
た
。

　

本
校
合
奏
団
は
、
本
年
度

の
集
大
成
、
６
年
生
に
と
っ

て
最
後
の
演
奏
で
し
た
。

後
半
は
、
本
校
卒
業
生
を
中

心
と
し
た
長
島
オ
ー
ル
ス

タ
ー
ズ
の
演
奏
で
す
。
今
年

流
行
し
た｢

ア
イ
ド
ル｣

で

は
、
６
年
生
が
ダ
ン
ス
を
披

露
し
、
会
場
の
ボ
ル
テ
ー

ジ
が
一
気
に
上
が
り
ま
し

た
。
締
め
く
く
り
は
、
４
年

ぶ
り
と
な
る
合
奏
団
と
の

合
同
演
奏
で
、
90
人
が
奏
で

る
圧
巻
の
演
奏
と
な
り
ま

し
た
。
世
代
を
超
え
、
地
域

が
一
体
と
な
っ
て
音
楽
を

創
造
す
る
喜
び
を
味
わ
う

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

一
関
地
方
児
童
生
徒
音

楽
発
表
会
が
11
月
９
、
10

の
両
日
、
一
関
文
化
セ
ン

タ
ー
で
開
か
れ
、
本
校
は

10
日
午
後
の
発
表
に
参
加

し
ま
し
た
。

　

本
校
で
は
、
文
化
祭

の
時
に
３
年
生
の
リ
ー

ダ
ー
を
中
心
と
し
て
、
自

分
た
ち
の
目
指
す
合
唱
を

考
え
ま
す
。
そ
れ
を
実
現

す
る
た
め
、
生
徒
た
ち
が

主
体
的
に
練
習
に
取
り
組

み
、
作
り
上
げ
て
い
き
ま

す
。
こ
の
取
り
組
み
を
通

し
て
、
素
晴
ら
し
い
合
唱

文
化
が
下
級
生
に
引
き
継

が
れ
、
一
歩
ず
つ
進
化
し

て
い
ま
す
。

　

３
年
生
は
音
楽
の
楽
し

さ
を
表
そ
う
と
工
夫
し
て

合
唱
を
作
り
上
げ
、
堂
々

と
発
表
で
き
ま
し
た
。

手
拍
子
や
体
を
揺
ら
し
て

の
演
奏
は
、
「
思
わ
ず
体

が
動
き
出
す
楽
し
い
気
持

を
伝
え
ま
し
た
。
４
年
生

は
、
合
唱
と
合
奏
で
素
晴

ら
し
い
ハ
ー
モ
ニ
ー
を
響

か
せ
、
５
年
生
は
「
夢
」

を
テ
ー
マ
に
し
た
現
代

劇
を
、
ユ
ー
モ
ア
を
交
え

て
演
じ
ま
し
た
。
６
年
生

は
、
奥
州
藤
原
氏
の
歴
史

を
劇
に
し
、
笑
い
あ
り
感

動
あ
り
の
演
技
で
、
観
客

を
引
き
込
み
ま
し
た
。

　

ど
の
学
年
も
節
目
に

ふ
さ
わ
し
い
発
表
で
し

た
。
最
後
に
全
校
児
童
で

校
歌
を
歌
い
、
子
ど
も
た

ち
の
元
気
な
声
が
会
場
に

響
き
渡
り
ま
し
た
。

ち
」
「
リ
ズ
ム
を
感
じ
る

心
地
良
さ
」
「
聞
い
て
い

る
人
が
つ
ら
れ
て
笑
顔
に

な
る
一
体
感
」
を
感
じ
さ

せ
て
く
れ
た
ほ
か
、
会
場

全
体
の
気
持
ち
を
盛
り
上

げ
ま
し
た
。

　

３
年
生
は
、
学
年
全
員

の
気
持
ち
が
そ
ろ
わ
な
い

と
難
し
い
、
動
き
を
付
け

た
発
表
に
取
り
組
ん
で
く

れ
ま
し
た
。
来
年
度
の
３

年
生
の
発
表
に
も
、
期
待

が
膨
ら
み
ま
す
。

６年生の発表「浄土の心～平泉物語～」

　

10
月
25
日
に
は
、
来
年

度
の
入
学
児
童
の
保
護
者

を
対
象
と
す
る
家
庭
教
育

学
級
が
あ
り
ま
し
た
。
元

岩
手
大
学
非
常
勤
講
師
の

吉
田
智
子
さ
ん
か
ら
「
土

台
を
固
め
て
入
学
の
日

を
」
と
の
テ
ー
マ
で
、
睡
眠

の
重
要
性
に
つ
い
て
講
演

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

午
後
８
時
に
就
寝
す
る

こ
と
で
、
睡
眠
中
に
成
長

に
役
立
つ
さ
ま
ざ
ま
な
ホ

ル
モ
ン
の
分
泌
が
な
さ
れ

る
と
い
う
お
話
を
、
ユ
ー

モ
ア
を
交
え
な
が
ら
分
か

り
や
す
く
説
明
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

「
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
教
室
」（
月
２
回
）

　

運
動
不
足
を
感
じ
て
い
る
、
体
の
不

調
が
気
に
な
る
、
定
期
的
な
運
動
の
機

会
を
求
め
て
い
る
、
新
し
い
こ
と
に
挑

戦
し
た
い
…
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
方
へ

運
動
の
き
っ
か
け
づ
く
り
を
お
手
伝

い
。
誰
で
も
取
り
組
み
や
す
い
、初
心
者

《
町
ス
ポ
ー
ツ
協
会
よ
り
》

町
ス
ポ
ー
ツ
協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
申
し
込
み
が
で
き
ま
す
。

　

第
23
回
町
教
育
長
杯
学
童
野

球
大
会
は
10
月
28
、
29
の
両
日
、

長
島
球
場
で
開
か
れ
ま
し
た
。

町
内
や
一
関
、
奥
州
両
市
か
ら
８

チ
ー
ム
が
出
場
し
、
熱
戦
を
繰
り

広
げ
た
結
果
、
平
泉
長
島
野
球
ス

ポ
少
＝
写
真
＝
が
準
優
勝
し
ま

し
た
。

　

平
泉
長
島
ス
ポ
少
は
、
１
回
戦

で
羽
田
ス
ポ
少
（
奥
州
市
）
に
９

―
０
で
勝
利
。
準
決
勝
で
山
目
ス

ポ
少
（
一
関
市
）
に
、
タ
イ
ブ
レ
ー

ク
の
末
、
13
―
11
で
競
り
勝
ち
ま

し
た
。

　

決
勝
は
、
衣
川
ス
ポ
少
（
奥
州

市
）
に
敗
れ
ま
し
た
が
、
精
一
杯

の
プ
レ
ー
を
展
開
し
ま
し
た
。

平泉長島スポ少が準優勝
第23回町教育長杯学童野球大会

参
加
者
を
募
集
し
ま
す
！

新
春
ド
ッ
チ
ビ
ー
大
会

■
日
時
…
令
和
６
年
１
月
８
日(

月)

　
　
　
　

午
前
10
時
～

■
場
所
…
平
泉
中
学
校
体
育
館

■
対
象

　

町
内
の
児
童
と
そ
の
保
護
者

■
申
し
込
み
の
注
意

　

大
人
１
人
、
児
童
２
人
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

■
費
用
…
１
人
１
０
０
円（
保
険
料
）

■
持
ち
物
…
屋
内
用
の
運
動
靴

■
チ
ー
ム
編
成

　
１
チ
ー
ム
は
大
人
４
人
、
小
学
生
８

人
で
編
成
し
ま
す
。

■
申
込
方
法

　

申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
教
育
委
員
会
事
務
局
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
用
紙
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
入
手
で
き
ま
す
。

■
申
込
締
切
…
12
月
28
日（
木
）　

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

教
育
委
員
会
事
務
局　

察
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第23回町教育長杯学童野球大会で準優勝した
平泉長島野球スポ少のメンバー

「
ウ
エ
ル
ネ
ス
健
活（
ケ
ン
カ
ツ
）教
室
」

　

高
齢
者
向
け
の
健
康
維
持
・
増
進
の

た
め
の
教
室
で
す
。
ス
ト
レ
ッ
チ
や
軽

い
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、
音
楽
に
合
わ

せ
た
運
動
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な

ど
、
飽
き
な
い
メ
ニ
ュ
ー
を
取
り
入
れ

て
い
ま
す
。
基
本
は
、
「
で
き
る
範
囲

で
」「
楽
し
く
」で
す
。
12
月
は
、７
日
に

ラ
ダ
ー
ゲ
ッ
タ
ー
、
21
日
に
は
ス
カ
ッ

ト
ボ
ー
ル
に
取
り
組
み
ま
す
。

■
日
時
…
毎
月
第
２
、４
木
曜
日

　
　
　
　

午
前
10
～
11
時

■
場
所
…
町
学
習
交
流
施
設「
エ
ピ
カ
」

　
　
　
　

多
目
的
ホ
ー
ル

■
費
用
…
会
員
１
０
０
円
、
非
会
員
３
０
０
円

総
合
型
ク
ラ
ブ
ひ
ら
す
ぽ

お
勧
め
の
教
室
を
紹
介
！

向
け
の
教
室
で
す
。

　

前
半
は
有
酸
素

運
動
で
代
謝
を
上

げ
、
後
半
は
少
し

の
筋
ト
レ
と
ス
ト

レ
ッ
チ
で
体
を
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
し
ま

し
ょ
う
。

■
日
時
…
12
月
３
日(

日)

、24
日（
日
）

　
　
　
　

午
前
10
～
11
時

■
場
所

　

町
学
習
交
流
施
設「
エ
ピ
カ
」（
３
日
）

　

町
公
民
館
長
島
分
館（
24
日
）

■
費
用

　

会
員
５
０
０
円
、非
会
員
１
０
０
０
円

■
持
ち
物

　

運
動
靴
、飲
み
物
、タ
オ
ル

　

※
ヨ
ガ
マ
ッ
ト
は
無
料
貸
し
出
し
あ
り

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

町
ス
ポ
ー
ツ
協
会　

察
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E-mail:

hira-taikyo@town.hiraizumi.iwate.jp
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←ホームページから「蔵書検索」や「貸し出し予約」ができます。

エピカだより
学習交流施設　～町の活力を生み育てるにぎわい交流拠点～

Ｅ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ａ

Ｅ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ａ

エピカ　☎34-6656

◆今後の予定

▷日程…12月16日(土)

▷時間…10：30～11：10

▷場所…「エピカ」多目的ホール

▷対象
　１～３歳の幼児とその保護者

▷内容
　「親子で楽しむヨガ教室③」

▷定員…６組程度

▷費用…無料

▷その他
　当日の申し込みも可能です。

「ママンズクラブ」（第９回）

　希望時間を指定し、電話また
は窓口に直接申し込みください。
▷日程…12月17日（日）

▷時間…①13:00～13:50

　　　　②14:00～14:50

　　　　③15:00～15:50

　　　　④16:00～16:50

　　　　⑤17:00～17:50

▷場所…「エピカ」多目的ホール

▷対象…町民と町内在勤者

▷定員…先着各１組

▷費用…無料

▷申込開始
　12月１日（金）９:00

「ピアノ開放日」

　美しいコーラスで楽しむク
リスマス！クリスマスソング
や聞きなじみのある曲を皆さ
んにお届けします。
▷日程…12月23日（土）

▷時間…14:00～（13：30開場）

▷場所…「エピカ」多目的ホール

▷出演…一関修紅高校音楽部

▷定員…先着100人

▷費用…無料

▷申込期限…12月15日(金)

「クリスマスコンサート」

「星をつなぐ手」
村山 早紀／PHP研究所

「サンタクロース
のおてつだい」

ペール・ブライハーゲン
／ポプラ社

「世界のスノードーム図鑑」
カルロス矢吹

／産業編集センター

　楽しい読み聞かせや、手遊びなどを行います。親子で、友だち同士

で、ぜひお越しください。

▷日程…12月９日（土）11:00 ～11:45

▷場所…「エピカ」おはなし室

▷出演…おはなしの会「たろうアンドはなこ」

「クリスマス★オールスター」
村上 康成／童心社

「でぃすぺる」
今村　昌弘／文藝春秋

「おうち学習サポート大全」
植木　希恵／主婦の友社

「バナナケーキの幸福」
山口　恵以子／ＰＨＰ研究所

「プリキュアオールスターズ
まるごと大図鑑 ２０２３」

講談社

◇ご寄贈ありがとうございました◇
・岩手県南史談会　さま（一関市）　『岩手県南史談会研究紀要　第52集』　岩手県南史談会∥著

新着図書の紹介

12 月企画展「クリスマス」

12月の「おはなし会」

▷日程…12月18日（月）

▷時間…10:00～12:00

▷場所…「エピカ」多目的ホール

▷内容…門松寄せ植え

▷対象…町民と町内在勤者

▷定員…18人

（申込者多数の場合抽選）

▷費用…4,000円

▷申込期限
　12月10日(日)17：00

「ガーデニング教室」(第３回)

▷日程…12月19日（火）

▷時間…18:30～20:30

▷場所…「エピカ」調理実習室

▷内容…洋食料理

▷対象…町民と町内在勤者

「みんなの料理教室」（第７回）

▷定員…６人

（申込者多数の場合抽選）

▷費用…1,000円

▷申込期限
　12月６日(水)17：00

▷日程
　令和６年１月９日（火）～12日（金）

▷時間…①９:30～11:30

　　　　②13:30～15:30

▷場所
　①「エピカ」多目的ホール

　②町公民館長島分館

▷対象
　町内の年長児と小学生

▷講師…千葉礼子さん

　　　　（町かるた協会）

▷申込期限
　12月15日（金）17:00

※詳しくは、学校で配布される

チラシを確認してください。

「かるた教室」（全４回）

◆年末年始の休館日
　町公民館（長島分館含む）

は、12月29日（金）から１月３

日（水）まで、年末年始のため休

館します。

◆エピカあれこれ

　全３回の教室には、延べ29人

が参加し、色とりどりのちりめ

んの中から好きな布を選び、制

作しました。

「和の小物作り教室」

　国立天文台水沢VLBI観測所

長の本間さんが「人類が初めて

見たブラックホールの姿」と題

して講演。先祖が平泉と関連が

あった話、最新の研究成果につ

いて、町内外から集まった100

人以上が聞き入りました。

「本間希樹所長特別講演会」

　オイルパステルの混ぜ方や

ぼかし方で、個性あふれる作品

に仕上がりました。充実した芸

術の秋のひとときでした。

「チョークアート教室」

　受講者11人がそれぞれスコ

アアップを目指し、プレーしま

した。秋晴れの下、爽やかな汗

を流しました。

「パークゴルフ教室」（第２回）

　これからの季節にぴったりな、飾れる工作を一緒に作る参加者を募

集しています。未就学児～小学生向けの内容です。小学３年生以下の人

は、親子で申し込んでください。

▷日程…12月16日（土）10：00 ～12:00

▷定員…先着親子８組　▷場所…「エピカ」交流室

▷申込期限…12月９日（土）19:00

参加者募集！クリスマス工作教室
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戸 籍 の 窓

12月の労働者の健康相談日

問い合わせ先
　一関地域産業保健センター　察23-5110　姉23-9955

　一関地域産業保健センターでは、50人未満の小規
模事業所の事業主や労働者を対象に、産業医が健康
相談に応じます。

日　程 時　間 相　談　場　所

７日（木）

13：00

～

15：00

一関商工会議所千厩支所

14日（木）
一関市医師会事務所
（一関市大手町３-40岩手日報ビル５階）

21日（木）

28日（木）

（10.21～11.20届出分）

男
女
人口
世帯

◆人口の動き 11月１日現在

※（　）内は前月からの増減

3,338（－８人）
3,548（－13人）
6,886（－21人）
2,608（－２世帯）

11（10月中）
16（10月中）
１（10月中）
17（10月中）

転入
転出
出生
死亡

健康・医療

相談・説明会

無料法律相談

時間…10：00～15：00　　場所…一関市役所本庁

予約・問い合わせ先…一関市役所生活環境課　察21-2111

１月の日程 担当弁護士 予約開始

４日（木）赤津　　聡

12／ 22
（金）

11日（木）小原　恒之

18日（木）北村　宏洋

25日（木）蜂谷　　大

12月の日程 担当弁護士 予約開始

７日（木）蜂谷　　大

11／ 24
（金）

14日（木）赤津　　聡

21日（木）小原　恒之

28日（木）北村　宏洋

お知らせ

ご寄付ありがとうございました
●町へ

　明治安田生命保険相互会社岩手南支社　さま

　　　　　　　　　　　　　　　……707,000円

　《ふるさと応援寄附基金》

　匿名の方から（33人）………………2,826,500円

　20歳以上60歳未満の人が会社を退職し、農業者や

自営業者、学生、フリーター、無職などになった場合

は、国民年金第１号（または第３号）被保険者への切

り替え手続きが必要です。役場の国民年金窓口（町民

福祉課）で早めに手続きしてください。

問い合わせ先…一関年金事務所　察23-4246

会社を退職したときは年金の切り替え手続きを

地区 医　療　機　関

１日（金）
西 及川内科胃腸科クリニック　☎31-3131

東 谷藤内科医院（千厩町）　　☎51-3355

４日（月）
西 いとう脳神経内科　　　　　☎21-8200

東 室根診療所（室根町）　　　☎64-2127

５日（火）
西 かとうこどもクリニック　　☎33-2211

東 吉田内科循環器科医院（大東町）　☎71-2131

６日（水）
西 小野寺内科循環器科　　　☎23-5600

東 かわさきファミリークリニック（川崎町）　☎43-3770

７日（木）
西 桂島医院　　　　　　　　☎21-8883

東 県立千厩病院（千厩町）　　☎53-2101

８日（金）
西 佐藤循環器内科医院　　　☎23-9678

東 菜の花クリニック千厩（千厩町）　☎34-7787

11日（月）
西 千和クリニック　　　　　　☎34-8811

東 阿部医院（東山町）　　　　☎47-3898

12日（火）
西 西城医院（舞川）　　　　　　☎28-2393

東 県立大東病院（大東町）　　☎72-2121

13日（水）
西 木村消化器内科　　　　　　☎21-1311

東 菅野内科医院（大東町）　　☎75-2772

14日（木）
西 寺崎内科胃腸科医院　　　☎23-6211

東 県立千厩病院（千厩町）　　☎53-2101

15日（金）
西 アビエスかんのクリニック　☎34-8300

東 たかがね内科泌尿器科クリニック（千厩町）　☎51-1377

18日（月）
西 蓬田内科医院（花泉町）　　　☎36-3336

東 菊池内科医院（大東町)　　　☎74-2512

19日（火）
西 中野内科循環器科クリニック　☎33-2311

東 猿沢診療所（大東町）　　　☎76-2020

20日（水）
西 岩手クリニック一関　　　　☎21-5111

東 かわさきファミリークリニック（川崎町）　☎43-3770

21日（木）
西 誠信堂医院（花泉町）　　　☎82-3434

東 県立千厩病院（千厩町）　　☎53-2101

22日（金）
西 菅原内科循環器科医院（花泉町）　☎82-5528

東 千厩ひかりクリニック（千厩町）　☎51-1156

25日（月）
西 ひらいずみ内科クリニック　☎34-1133

東 もりあい内科クリニック（千厩町）　　☎51-3322

26日（火）
西 一関中央クリニック　　　☎21-1222

東 県立大東病院（大東町）　　☎72-2121

27日（水）
西 阿部内科クリニック　　　☎23-2918

東 谷藤内科医院（千厩町）　　☎51-3355

28日（木）
西 千葉内科医院　　　　　　　☎25-3211

東 県立千厩病院（千厩町）　　☎53-2101

12月の夜間救急当番医

診療時間…18:00～20:00
※年末年始（12月29日～１月３日）の当番医はありません。

※当番医は変更になる場合があります。あらかじめ、当

番医や一関西消防署（察25-0119）に確認してください。

　県立平泉世界遺産ガイダンスセンターは、令和５
年度第２回講座「衣川の民間信仰―若木山碑を中心
として―」を開催します。
日時…12月２日（土） 13：30～15：00

場所…県立平泉世界遺産ガイダンスセンター

講師…畠山篤雄さん（一関市教育委員会）

費用…無料。展示を見る場合は入館料が必要です。

申し込み・問い合わせ先
　県立平泉世界遺産ガイダンスセンター　察34-7377

講座「衣川の民間信仰―若木山碑を中心として―」

ファストフード、12月のお薦めメニュー

「金色の大判焼」「みそこんにゃく」

■営業時間
　10：00～16：30

　県はこの冬、県外から帰省する人を対象に、岩手で
働く魅力をＰＲする「いわておかえり年末年始キャ
ンペーン」を実施します。
　期間中、県公式の就職情報サイト「シゴトバクラシ
バいわて」に新規登録した県外在住者の中から抽選
で「いわて牛五ツ星」など県産品をプレゼントしま
す。県外に住む家族などにぜひお知らせください。
期間…12月23日（土）～令和６年１月21日（日）

問い合わせ先
　県定住推進・雇用労働室

　　察019-629-5588

いわておかえり年末年始キャンペーン

詳しくは
こちらから→

　国は、拉致問題の一日も早い解決の必要性を多く

の人に理解してもらうため、毎年12月10日～16日を

「北朝鮮人権侵害問題啓発週間」と定めています。

　北朝鮮当局による人権侵害問題への対処が国際社

会を挙げて取り組むべき課題であり、この問題につ

いての関心と認識を深めていくことが大切です。

問い合わせ先…町民福祉課　察46-5562

北朝鮮人権侵害問題啓発週間 12月の休日歯科応急診療当番医

日程 地区 医療機関名

31日
（日）

西 馬場歯科医院　　　　　　　☎23-2537

東 えんどう歯科クリニック（千厩町）　☎48-4148

診療時間…９：00～12：00

※当番医は変更になる場合があります。あらかじめ、当

番医や一関西消防署（察25-0119）に確認してください。

12月の休日当番医

日程
西地区

東地区
内　　科 外　　科

３日
（日）

菊池医院
 察23-7100

産婦人科野田
察23-0608

ひがしやま病院
（東山町） 察48-2666

10日
（日）

アビエスかんのクリニック
察34-8300

菜の花皮膚科クリニック
察33-2332

かわさきファミリークリニック
（川崎町） 察43-3770

17日
（日）

誠信堂医院
（花泉町） 察82-3434

佐藤外科肛門科医院
察26-5125

千厩ひかりクリニック
（千厩町） 察51-1156

24日
（日）

中野内科循環器科クリニック
 察33-2311

西城医院（舞川）
察28-2393

遠藤医院
（千厩町） 察53-2126

29日
（金） ― ― 猿沢診療所

（大東町） 察76-2020

30日
（土）

中野内科循環器科クリニック
 察33-2311 かげやまクリニック

察26-1026
菜の花クリニック千厩
（千厩町） 察34-7787アビエスかんのクリニック

察34-8300

31日
（日）

かとうこどもクリニック
 察33-2211 こいわ耳鼻咽喉科・ア

レルギー科クリニック
察33-2117

谷藤内科医院
（千厩町） 察51-3355いとう脳神経内科

 察21-8200

診療時間…９：00～17：00
※当番医は変更になる場合があります。あらかじめ、当

番医や一関西消防署（察25-0119）に確認してください。

資格…18歳以上33歳未満の人（令和６年４月１日現在）

受付期間…令和６年１月４日（木）まで

試験日…１月15日（月）～19日（金）のうち指定の１日

　　　　１月20日（土）※面接・身体検査

その他…自衛官候補生の試験は年間を通じて実施し

ています。

問い合わせ先
　自衛隊岩手地方協力本部一関出張所　察24-2226

自衛官候補生を募集

　金色の風の米粉を

使った「金色の大判焼」

が好評です。あんこ、ク

リーム（各150円）、まる

ごと栗（200円）の３種類

あります。みそこんにゃ

く（180円）は、土曜・日曜

限定で販売しています。

　1250年にわたり日本の金を彩ってきた「みちのく
の金」。日本遺産構成６市町（当町、陸前高田市、宮城
県気仙沼市、南三陸町、石巻市、涌谷町）にあるゴール
ドな景色や風景、ゴールドとして象徴すべきものや
身近にある何気ないゴールドを、１枚のポスターと
して表現してください。
応募資格…どなたでも応募可能

応募方法…「まちぽす」公式サイトから

応募期間…12月31日（日）まで

表彰…一般の部、子供の部で、それぞれグランプリと

準グランプリを表彰し、景品を進呈

問い合わせ先
　宮城県涌谷町教育委員会生涯学習課　察0229-43-3001

日本遺産「みちのくＧＯＬＤ浪漫」ＰＲコンテスト
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12月のカレンダー
日 曜 主な行事 時　　間 場　　　所

１ 金 さくらの会 10：00～11：00 学習交流施設「エピカ」

２ 土 認知症講演会 13：00～15：00 学習交流施設「エピカ」

３ 日

４ 月

５ 火 新型コロナワクチン集団接種 13：00～14：15 長島体育館

じいちゃん倶楽部 10：00～12：00 学習交流施設「エピカ」

６ 水 ９カ月児相談・ピヨピヨ広場 ９：30～11：00 保健センター

コツ骨貯筋教室 13：30～15：00 学習交流施設「エピカ」

７ 木 保健栄養教室② ９：30～13：30 保健センター

町議会定例会（～14日、予定） 10：00～ 議場

ほほえみカフェ平泉 10：00～11：00 学習交流施設「エピカ」

８ 金

９ 土

10 日

11 月 ママ'sひろば 10：30～ 福祉活動センターアピュイ

12 火 ふれあい会 10：00～11：30 保健センター

13 水 離乳食教室 13：50～15：00 保健センター

14 木 幼児健診 12：50～ 保健センター

15 金

16 土

17 日

18 月

19 火

20 水 さくらの会 10：00～11：00 町公民館長島分館

21 木 できることから！はじめよう教室 10：00～12：00 保健センター

ニギニギ広場 13：30～15：00 学習交流施設「エピカ」

献血
９：30～11：00
15：00～16：30

川嶋印刷株式会社
ジョイス平泉店

22 金 保健栄養教室③ ９：30～13：30 保健センター

23 土

24 日

25 月

26 火

27 水

28 木

29 金

30 土

31 日
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December Calendar

お知らせ
―みんなの掲示板―

　町社会福祉協議会の「ふくし相談」「障がい者相談」などの日程は、

町社協（察46-5658）に確認してください。

ダイヤルイン（各部署へ直通です）　◆役　場（代　表）察46-2111　　◆町 民 福 祉 課察46-5562　　◆税 務 課察46-5563

◆観 光 商 工 課察46-5572　　◆建 設 水 道 課察46-5569　　◆農 業 委 員 会察46-5567　　◆農 林 振 興 課察46-5564

◆保 健 セ ン タ ー察46-5571　　◆総 務 課察46-5540　　◆まちづくり推進課察46-5578　　◆教 育 委 員 会察46-5576

◆議 会 事 務 局察34-5595　　◆平 泉 保 育 所察46-2767　　◆長 島 保 育 所察46-2007　　◆平泉町立幼稚園察46-2575

◆平 泉 小 学 校察46-2202　　◆長 島 小 学 校察46-2203　　◆平 泉 中 学 校察46-2205　　◆町学習交流施設「エピカ」察34-6656

◆平泉文化遺産センター察46-4012　　◆世界遺産推進室察46-2218　　◆悠久の湯平泉温泉察34-1300　　◆道 の 駅 平 泉察48-4795

◆浄 土 の 館察48-3451　　◆鈴沢スタートアップオフィス察34-7266

まちの最新情報を発信中！　　　◆町公式 Facebook ページ　　　　　　◆町ホームページ　　　　　　◆広報紙アプリ　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 「マチイロ」
◆町移住定住 info　　　　　　　◆エフエム岩手（80.3MHz)「平泉ひかるＦＭ」　 毎週月曜日 12：00 ～ 12：25

　「Ｘ」ページ　　　　　　　　　　　　　◆ＦＭあすも（79.5MHz)「ウィークリーひらいずみ」　 毎週土曜日８：00 ～８：30

　歴史と古典を学びながらお菓子作りをしま
せんか。『古典がおいしい！平安時代のスイー
ツ』の著者で、奈良女子大学協力研究員の前
川佳代さんと一緒に「源氏物語のつばきもち」
と「今昔物語集のいもがゆ」を作ります。
日時…12月２日（土）14:00～16:00

　　　　　３日（日）10:00～12:00

場所…町宿泊交流体験施設「浄土の館」談話室

定員…先着20人

費用…2,000円

申し込み・問い合わせ先…浄土の館　察48-3451

「平安スイーツ大作戦」

　昭和43年、町内の若者有志による文化サー
クル「水車の会」メンバーだった菓子舗吉野屋
の吉野雅之さんが、町民文集『想う日』編集の
取り組みを中心に、青春の思い出を語ります。
日時…12月８日（金） 19：00～21：00

場所…町宿泊交流体験施設「浄土の館」談話室

定員…先着40人

費用…500円（ソフトドリンク付き）

申し込み・問い合わせ先…浄土の館　察48-3451

「昭和とおく」vol.２

　町シルバー人材センターは、会員を募集し
ています。町内に住むおおむね60歳以上で、
元気で働く意欲のある健康な人が対象です。
自分の体力・能力、希望に応じて働くことが
できます。
　長年培ってきた技術・経験を生かしたい、
生きがいを得たい、自らの健康のため汗を流
したい、定年退職後に地域社会へ貢献したい
という人にお勧めします。
費用…年会費 2,000円、傷害保険料年額 1,890円

問い合わせ先…町シルバー人材センター　察 34-1108

シルバー人材センターで活動しませんか

　家族との関係、働くこと、自立についての講話を通
し、自分なりの「自立」を考えます。
日時…令和６年１月17日（水）13：30～15：30

場所…なのはなプラザ（一関市大町４-29）

講師…阿部直樹さん（そらをみた会代表）

対象…49歳までの求職者（登録が必要）

定員…５人

費用…無料

申込期限…１月16日（火）

申し込み・問い合わせ先
　いちのせき若者サポートステーション　察48-4467

いちサポ　自立セミナー

ごみ収集業務
　年内は12月29日（金）まで収集し、令和６年は１月

４日（木）から収集します。詳しくは「家庭ごみ収集カ

レンダー」を確認してください。

一関清掃センターのごみ（持ち込み）の受け入れ
　年内は12月28日（木）16：30まで受け付け、令和６

年は１月４日（木）から受け入れます。

問い合わせ先…一関清掃センター　察21-2157　

年末年始のごみ収集について

　年末にし尿のくみ取りを依頼する場合は、早めに
申し込んでください。12月29日（金）～１月３日（水）
は休業となりますので、注意してください。
町内の担当業者（くみ取りの申込先）
　▷公徳社　察46-4235　▷平泉衛生社　察46-3934

問い合わせ先…一関清掃センター　察21-2157　

年末のし尿くみ取りは、お早めに

　世界エイズデーは、ＷＨＯ（世界保健機関）が世界
的レベルでのエイズウイルス（ＨＩＶ）、エイズのま
ん延防止とＨＩＶ感染者・エイズ患者に対する差
別・偏見の解消を目的として定めたものです。
　一関保健所は、毎月第２水曜日にＨＩＶ検査を匿
名、無料で実施しています。ほかの検査（梅毒、性器ク
ラミジア、ウイルス性肝炎）も同時に受けられます。
12月の検査実施日…12月６日（水）

申込期限…12月５日（火）17：15

問い合わせ先…一関保健所　察26-1415

12月１日は「世界エイズデー」
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